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① 年間指導計画（各教科書会社の HP、指導書）を基に、単元で取り上げる指導事項を確認しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 

 

※指導事項…「Ｃ 読むこと」（１）エ 人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。(精査・解釈） 

                   カ 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げること。（共有） 

 

② この単元で指導する指導事項について、学習指導要領解説で具体的な内容を確認しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 

※pp.14９～（１）エ について、「物語などの全体像は、登場人物や場面設定、個々の叙述などを基に、その世界や人物像を豊かに想像 

することで捉えられる。…」 一部引用。指導事項の内容が詳しく書かれています。 

                  

③ 児童の実態や既習事項を確認しましょう。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元デザイン FIRST STEP ―小学校国語科― 

 

１ 単元デザインは何のため？ 

〇 学習指導要領では、資質・能力を育成するため、単元や題材などの内容や時間のまとまりの中で「主

体的・対話的で深い学び」を実現することが大切だと示されています。 

〇 「指導と評価の一体化」の観点から、単元の指導と評価の計画を作成することが求められています。 

〇 教師が児童に身に付けさせたい資質・能力を明確にし、意図的・計画的に授業づくりを行うことができ

ます。 

〇 児童が見通しをもって主体的に学習に取り組むことができます。 

 

２ 単元デザインの手順 

まずは、どのような資質・能力を身に付けさせなければならないか、指導事項をしっかり確認しましょう。 

全ての指導事項を一つの単元で網羅するのではなく、年間を通して、計画的に指導することになっていま

す。１学期に、「C 読むこと」（１）のイとエの指導事項については学習しています。 

この単元では、「C読むこと」（１）エとカの指導事項に重点を置き指導します。説明的文章と文学的文章

で、指導事項が違うことにも着目してみましょう。 

単元デザインの具体（例）    

Step 1 単元で取り上げる指導事項を確認します。 

 

 

 

学習指導要領に詳しい内容

が書かれているから確認し

てみよう！ 

 

 

146 ページから詳しく書
いてあるね。特に、思考・
判断・表現の「C 読むこ
と」の（１）エやカの内容
をしっかり読んでみよう。 

 

 

この単元では、どの指導事項

を取り上げるのか、年間指導

計画を確認してみよう！ 
 

「C 読むこと」の領域で、
文学的文章の教材、「た
ずねびと」を通して指導
事項（１）のエやカを取り
上げるのか。時数は、６時
間計画だね。 

上記の手順を踏まえた単元デザインの具体（例）を次に示します。 

Step 3 単元の評価規準を設定します。 

Step 2 単元の目標と言語活動を設定します。 

Step 1 単元で取り上げる指導事項を確認します。 

Step 4 単元の指導と評価の計画を作成します。 

     （例）「読むこと」の学習過程 第５学年及び第６学年（文学的文章）は以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※学習過程は指導の順序性を示すものではないため、指導事項を必ずしも順番に指導する必要は 

      ありません。 

Step 5 評価の実際と手立てを想定します。 

構造と内容の把握          精査・解釈          考えの形成             共有 

イ  登場人物の相互

関係や心情などに

ついて、描写を基に

捉えること。 

 

（学習指導要領解説ｐ.147～） 

エ  人物像や物語な

どの全体像を具体

的に想像したり、表

現の効果を考えた

りすること。 

（学習指導要領解説 p.14９～） 

オ  文章を読んで理

解したことに基づ

いて、自分の考えを

まとめること。 

 

（学習指導要領解説 p.1５０～） 

カ  文章を読んでま

とめた意見や感想

を共有し、自分の

考えを広げること。 

 

（学習指導要領解説ｐ.1５０～） 

 

 

 

  
５年生の１学期の教材「なまえつけてよ」
で学習しているのは、指導事項イとエだ
な。どのくらい定着しているか確かめよう。 

児童の実態 既習事項 

教材の「たずねびと」という物語は、３、４年生
で学習した教材とは設定が違うから、この単
元で指導事項を身に付けさせるためにはどう
すればいいかな。 
まずは、指導事項が大切！ 



  

 行動や情景、心情を表す言葉に着目しながら考えたことをまとめ、伝え合おう。 

 

 

 

① Step１で確認した指導事項を基に、単元の目標を設定しましょう。 

単元の目標 

 

○語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使うことができる。 

〔知識及び技能〕（１）オ 

○人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができる。  

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）エ 

○文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自分の考えを広げることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）カ 

○言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して思いや考えを伝え合おうとする。 

                                             「学びに向かう力、人間性等」 

 

 

② 単元の目標を実現するために適した言語活動を、言語活動例を参考にして位置付けましょう。 

言語活動例 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動 

                    

 

 

 

単元の目標を基に、より具体的な文言で評価の視点が明らかになるように示します。 
 

単元の評価規準 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 語感や言葉の使い方に対する感

覚を意識して、繰り返し使われてい

る言葉、行動や情景、心情を表す

言葉に着目して使っている。（（１）

オ） 

 

① 「読むこと」において、人物像や物

語などの全体像を具体的に想像

したり、表現の効果を考えたりして

いる。（C（１）エ） 

② 「読むこと」において、文章を読ん

でまとめた意見や感想を共有し、

自分の考えを広げている。（C（１）

カ） 

① 進んで、人物や物語などの全体像

を具体的に想像したり表現の効果

を考えたりして、学習課題に沿っ

て、自分の考えを伝えようとしてい

る。 

→詳しくは、佐賀県教育センターHP「学習評価 FIRST STEP」参照 

 

  

単元の指導と評価の計画（全６時間） 

 

            

 

 

 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等＿ 

一 １ ○単元扉を読み、題名な

どからどのような物語

が想像する。 

 

 

○全文を通読して感想を

もち、単元の学習課題

を設定し、学習計画を

立てる。 

・単元扉や題名から想像した

ことをまとめ、学習の見通

しをもつことができるよう

にする。 

 

・物語に関連した資料を電子

黒板で提示し、内容の大体

を捉えられるようにする。 

 

 

 

 

 

［知識・技能①］ 

ワークシート 

・繰り返し使われている言葉、行動 

や情景、心情を表す言葉に着目し

て使っているかの確認。 

二 

 

２ 

本 

時 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

○場面ごとに、出会った

ものや人を表に整理

し、広島に行くことを

決めるまでの「綾」の心

情を捉える。 

 

 

○広島に着いてからの

「綾」の心情の変化を

捉える。 

 

 

○最後の場面について表

現に注意して読み、物

語の全体像を捉える。 

 

 

 

・「綾」が出会ったものや人を

表に整理することで、内容

全体の共通理解を図り、心

情について考える手掛かり

となるようにする。 

 

 

・行動や情景、心情描写など

の言葉や表現に着目させ、

「綾」と自分を重ね合わせ

て読ませる。 

 

・物語の全体像を捉えさせる

ために、最後の場面を中心

に、心情を表現する言葉に

着目して読ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［思考・判断・表現①］ 

ワークシート・観察 

・人物像や物語などの全体像を具

体的に想像したり、表現の効果を

考えたりしているかの確認。 

 
 

［主体的に学習に取り組む態度①］ 

ワークシート・観察 

・「綾」が感じ取ったこととともに、

題名の意味、自分自身の変化につ

いて考えて記述しているかの確

認。 

 

 ４ 

 

 

 

 

 

 ５ ○「たずねびと」を読んで

変化した自分の気持ち

や変化を書く。 

 

・文章中の言葉を引用するこ

とや描写に印を入れること

で、根拠が分かるようにし

てまとめさせる。 

 

三 ６ ○作品を読んで理解した

ことや題名の意味につ

いて感想や考えをまと

め交流し、単元全体を

振り返る。 

・異なる観点で考えをまとめ

ていたり、同じ観点でも感

じ方や根拠が違ったりして

いるところに着目させるよ

うにする。  

 

・今後の読書活動につなげら

れるようにする。 

［思考・判断・表現②］ 

振り返りの記述・観察 

・文章を読んでまとめた意見や感

想を共有し、自分の考えを広げて

いるかの確認。 

（学習指導要領解説 pp.151～152（２）「言語活動例」より） 
（２）イ 詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり 
する活動。                         

 

Step 2 単元の目標と言語活動を設定します。 

Step 3 単元の評価規準を設定します。 

Step 4 単元の指導と評価の計画を作成します。 

それぞれの評価規準について、実際の学習活動を踏まえて、「おおむね満足できる」状況（B）

を想定し、「努力を要する」状況（C）の児童への具体的な手立てを考えましょう。 

Step 5 評価の実際と手立てを想定します。 

 

 

 
 

 

 

「単元の目標を実現するために
適した言語活動」ということを
大切にしよう。 

実際に教師が言語活動を行っ
てみることで、目標の実現に適
しているか検討してみよう。 
 

リーフレット作りなどの言語活動自
体が目的にならないように、「言語
活動を通して」、何を身に付けるの
か分かりやすく提示しよう。 
 

単元において、適宜児童

の学習状況を把握する場

面を設定します。 

ここでは、〔記録に残す評

価〕のみを位置付けていま

すが、学習内容を確実に

習得できるようにするた

め、〔指導に生かす評価〕

を適宜行います。 

「C読むこと」の学習過程 
 
       
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
精査・解釈 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
     
    共有 
 
 
 
 
 

 

エ  人物像や物語などの
全体像を具体的に想
像したり、表現の効果
を考えたりすること。 
（学習指導要領解説 p.149～） 

カ  文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有
し、自分の考えを広げ
ること。 
（学習指導要領解説ｐ.1５０～） 

※重点を置く指導事項は
以下の２つです。 

構
造
と
内
容
の
把
握 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

  
 
  

 
  

  
 
 

精
査
・解
釈 

 
 
 

考
え
の
形
成  

 
   

共
有 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/4/hyouka/01_shokokugo_hyouka.pdf

